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「現代の人間危機と自然共生社会」
茨城大学　中川光弘
　今回の東日本大震災を経験して、我々は改めて自然の猛威を実感するとともに自然の摂理に順応し
て牛きる社会、文化の大切さを再認識したのではないたろうか．また、震災や原発事故で地域社会が
崩壊する現実に直面して、ノ、と人との絆の重要性、類的存在としての人間の実相を痛感したのではな
いだろうか．言語を持ち、技術を発達させ、知識を集積して行くことを通じて、自然の制約や共同体
的規制からの解放を求めて、人工世界の拡大を図ってきた我々であるが、今回の震災は、人工世界成
立の基盤には、やはり豊かな自然の物質・エネルギーの循環と生命の連続1生、相互扶助の精神が機能
する自治的共同体があることを気付かせた、
　2007年に閣議決定された「21世紀環境立国戦略」では、「低酸素社会」、「循環型社会」と並んで
「自然共生社会」が提唱されている．，我が国での「自然共生社会」への関心の高まりの背景には、2
つの時代的潮流があると思われる、まず第1は、地球環境問題や資源・エネルギー問題の深刻化に伴
う、温室効果ガス排出削減、気候変動適応型社会、再生可能資源開発、生物多様性保全、地域内資源
循環などを実現させる自然共生社会への期待である　第2には、都市型高度消費社会のグローバル的
展開の中で顕在化してきた種々の社会病理を克服する文明転換の社会モデルとしての自然共生社会
への期待である　都市型高度消費社会の進展に伴って、若者を中心に「他者喪失や現実喪失」（亀山
純生）の傾向が強まり、いじめ、イ（登校、引きこもり、ニート、モラル融解などいわゆる人間基礎力
（自己性、他者性、身体性）の崩壊が1980年代以降顕在化してきた　これまで近代市民社会論で前
提とされてきた人間の共同的存在としての人間基礎力が、都市型高度消費社会では形成されないので
はないか、との危惧が出てきたttt類的存在としてのノ＼間形成の基盤としての生命的自然と地域共同体
の再評価が、自然共生社会への期待につながっているように思われる
　本報告では、「自然共生社会」（nature－harmonious　society）を「生命系に基盤を置き、人間社会
を含む生物社会とそれを支える自然環境の持続可能性が維持され、人間の自然性が十全に発現される
社会」と一応定義して、その基本的かたちを考察する・人間の自然性の十全な発現（自然法爾）を基
軸に、機械論的世界観と有機生命論的世界観の適応誤謬是正の視点から、自然共生社会のかたちを探
っていくことにしたい．
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自然共生社会
02007年に閣議決定された「2〕世紀環境立国
戦略」では、r低炭素社会」、「循環型社会」と
　並んで「自然共生社会」が提言された、
一注惣多嬢性が適顯こ渓たオ三　窪然の羅裟
に燃う影で慈事素承藤緊桜さむネま煮籔欝溶勲
を自烈こ議恕したものとし．また桟々な法然
己ジ）ふれあも壕場や穰会ざ蒼菱藻ワゴることに〆
し］、自然く難慈みを醤※こわたって葺受てきる・
‘tSv
自然共生社会が希求される時代的背景
○地球環境問題と資源エネルギー問題の深刻
　化
・・ ﾂ境負荷の軽滅、生態系保全、再生可能
資源活用など
○都市型高度消費社会における様々な社会病
　理の発生
　・生命的自然との身体的交流、人間相互の
親密な共生関係の回復など
　　　　近代化と人間疎外
○近代化の過程では、対象を部分に分割化し、
　それを管理して、生産性、効率性を高めて行
　く。生産力が飛躍的に増大し、都市型高度消
　費社会が実現したが、この近代化過程で
　様々な入閲疎外の問題も発生した．
EX）
○自然と人間の搾取、疎外、物象化、貨幣フX
ティシズム
O人間の共同性の喪失
○生命的自然観から無機質的機械論的自然
観が支配的な社会へ
EX）新自由主義と人間疎外
O搏80年代以降、新自由主義、市場原理主義
　の潮流が国際的に高まった。
EX＞
O自由競争、自由貿縁WTO，　FTA。　TPP等）
○規制緩和、民営化、アウトソーシング
○小さな政府論
○経済的インセン予イづ
○自己責磁禽
EX）新自由主義と人間疎外
○市場の需給調整機能（資源の最適配分）を
　発揮させ、国際競争力を高めることを目指し
　たが…・、安全・安心社会の崩壊が進行した。
○雇用の崩壊（労働者のG／3が非正規雇用）
O地域共同体の崩壊
○孤立化と怯えの時代
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EX）新自由主義と人間疎外
○市場の失敗くmarketf舗ures）
（！ノ所得分配の不平等
2独占、寡占の弊害
3公共財の供給不足
4外部経済性
6’情報の不完全性
㊨生産変動の簡題
市場への公的介入（政策）の必要性
EX）市場の失敗と政府の失敗
Oi新i自由主義の下では、私的部門（rnarket）と
　公的部門邊overnment）による社会発展を指
　向してきた，しかし、私と公だけでは、安全、
　安心、生甲斐のある社会の実現は難しいこと
　が分かってきたc
○公と私の間に共部門が必要であることに気
　付いてきた。（｛公一共一私］の三位一一体構造）
○公共圏〔地域共周｛本とアソシm一ションノ
　　　　　　EX）現代の人間疎外
○都市型高度消費社会での人間疎外の深刻ヒ
・“ ｱ宏蔑㌢～・ミ災裏溺ぷl
EX）
児童虐待、いじめ、不登校、引きこもり、ニート、
うつ病、自殺、モラル融解
9生きずらさ」、「みんなぼっち」（若者の聞塞感）
．→今の都市型高度消費社会では人間基礎力
　（自己性、他者性、現案性）が形成されないので
　はないか　？
一→響竺sこぼ竪～：慾鋭：享惑イ：変：召、．㌧濠鑓烈陽ξ二
　　　　　難然爽議社金
儘議繍訟撫難蝋i撫灘o熟雛ぎ）
生命系に基盤を置き、人間社会を
含む生物社会とそれを支える自然
環i境の持続可能性が維持され、人
間の自然性が十全に発現される社?
自然共生社会と人間の自然性の発現
EX）現代のr根こぎ」、大地性喪失の薦題
○都市型高度消費社会で生きる現代人には、
　人エ世界の肥大化と自然からの乖離に伴っ
　て、生存基盤の「根こぎ」が起こっているので
　は？
一・閉塞感、生きづらさ、怯え、
　自己確立の困難性
吉福伸逸氏の人間発達論
○吉福伸逸氏（トランス’パーソナル心理学）の
　Matrlx理論
人間発達（誕生、成長、死）のためのM田rlx（母胎）
‘至母親の子宮
②母親（i家族）
13社会供圏体）
’4思想、哲学、宗教
③自然
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鈴木大拙の大地性と霊性
○大地との直接的交流を通じて育まれる人間
　のスビリチヤリテイ（鈴木大拙奮日本的璽性』）
丁差別なく受け入れる包容性、平等性
②ものごとには序があること
③誠を尽くすこと
び華抱すること
：tt＼具体的であること
自然共生社会と人間の自然性の発現
EX）機械論的世界観と有機生命論世界観の適
応誤謬の問題
○人間の自然性が十全に発現されるためには、
　機械論的世界観と有機生命論的世界観の適
　応を誤ってはならない、
○季寺に、生命がかかわる教育や医療、福祉など
の分野で1＃　，
惣きている喜磯鉢紗鯵嶽
籔裟
EX）腕時計の分解掃除
　　部品に分解しても死なない、部品を組
　　み立て直すとまた動き出す
・笠きてし愚穎機塔
　　　部分に分解すると部分も全体も死ぬ、
　　　部分を集めても全体は生き返らない
　　ζ生《命の全一牲が大切な理由）
人間の「生命」と「生」と「いのち」
○有機体としての生物学的〉鰺瀦」
○人間が社会的文化的に生きる遵il
○人間の自己限定の徹底を通じて顯かれて
　くる｛い鈴ら1
1上田蘭照『生きるということ一経験と自覚～閲991）
慮霞の鷺～盤の分断化
・言葉や文化を持つ人間の特性としてr生」は
　肥大化する傾向を持つ。
・現代では科学技術と市場経済の急速な発展
　の中で「生」があまりにも肥大化し、「生命」と
　「いのち」とのバランスが保てなくなってきた。
・生命の躍動を実感できるような「豊かさ」の回
　復が模索されている、
．遁c
●
、　’・　　　　ぷ狂
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人闇とぽ然癖鄭蘂⑳議え芳（川
　　縫郷聾審嫁「縫嘉鯵：尤］本1
人讃と麗然の鞠係の提え方淫）
　　　　　　亭可分珍頑’
地球と人間の関係
　　〈生菜〉
？ま会的’経済的リンク
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億金※エ∪ξ○ジ．・・が恵二．’i．ξ慕濠
　　　　　　　　　　　　　　　　㌫
　　　　∴弘．
　　　　　　　　　　　　　　　　c泊左〕．F「叶cハき
　漣｛きぷ生彩系が淳み妄ゴ菜
　　　　　　ぷ翻鍬で渓頒瀦み，，爆、：
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